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ウイルス分離試験における網羅的ウイルス検索の適用方法の検討

研究の概要

　ウイルス検査を実施するうえでウイルス分離試験は遺伝子検査と両軸であり、分離したウイ

ルス株は詳細な解析用試料となるなど有効活用が可能である。また、PCR検査を補完する役

割も持ち合わせている。しかしながら、分離されたウイルスが診断名と関連がなかった場合、同

定する際には多くのウイルスを対象とした様々な同定試験を実施せねばならず、検査結果の

提出が困難な状況にある。

　本研究では、分離されるウイルスに対し、次世代シークエンサー（NSG）を用いた網羅的ウ

イルス検索法を用いることで、様々なウイルスに対応する検査方法の設定を目的とする。
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